
　三木市文化会館は、演劇や音楽、式典などさまざまな用途に対応できるように建
てられた「多目的ホール」です。開館当時に最高峰の舞台機構を備え、大・小ホール
には、ステージ上で演奏される繊細な音を観客に効果的に反射させる「音響反射
板」、大ホールには、適度に音を吸収させるために残響時間を調整する「残響可変装
置」を設置しました。この２つの装置は、現在においても希少なものであるため、文化
会館は県下においてトップレベルの生音を奏でる設備を有していると言えます。

　また、一流の指揮者、オーケストラ、ソリストなどを招いて、プロと共演する「三木
『第九』演奏会」や、参加者が主体となって芝居の稽古から、大道具、衣装までを手が
けて演劇を行う「みき演劇セミナー」を、市民参加型の２大文化事業として毎年開催
しています。
　今後も市民参加型の事業などを通じて、市の文化振興を図るとともに、今以上に
誰もが親しみを持てる施設をめざしていきます。
今後のイベント案内は、32ページをご覧ください。
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問 ・・ （市）文化・スポーツ課　文化芸術係
　  ・三木市文化会館　☎83－3300

　市の文化振興の拠点として、昭和61年に開館した三木市文化会館。北播磨地域では、唯一　市の文化振興の拠点として、昭和61年に開館した三木市文化会館。北播磨地域では、唯一
1,000人以上を収容できるホールを有しています。また、音響を重視した施設となっており、1,000人以上を収容できるホールを有しています。また、音響を重視した施設となっており、
生音を原則としたオペラやミュージカルなど、"音"を最大限に追求できる環境が整っています。生音を原則としたオペラやミュージカルなど、"音"を最大限に追求できる環境が整っています。

人と文化芸術をつなぐ人と文化芸術をつなぐ
三木市文化会館三木市文化会館

▶開催日　7月7日㈰
▶時間　　午後１時30分～（受付　午後0時30分～）
▶会場　　三木市文化会館　大ホール
▶内容　　記念表彰式、三木若者ミーティング研究成果発表会
問  （市）秘書広報課　秘書係
　　当日の一般参加も可能です！
　　記念すべき節目をみんなでお祝いしましょう!

▲ 若者ミーティング代表
チームがこれまでの研究
や活動成果を発表します。

　市制施行70周年記念式典を開催！

▲ 平成15年から三木の歴史を創
作劇として上演する「みき演劇
セミナー」

文化芸術を最高の音響で！

▲ ホームページ
　はこちら

▲ 大阪フィルハーモニー交
響楽団を招いて開催する
「三木『第九』演奏会」

▲ 建物の構造自体も音響を重
視した設計となっています。

三木市制施行70周年

令和６年７月７日（日）　午後１時30分から

［三木市文化会館 大ホール］

〈正法寺山展望広場からの景色〉

年 主なできごと

1954
昭和29年

三木市と志染村が合併。新三木市制発足。人口39,405人

三木市制祝賀式典を挙行

1955
昭和30年

三木市民病院を開設

1962
昭和37年

上水道の給水を開始

1963
昭和38年

安全都市を宣言

1965
昭和40年

三木市消防本部及び三木市消防署が発足

1966
昭和41年

アメリカ・バイセリア市と姉妹都市提携を締結

1970
昭和45年

大阪万国博覧会に金物鷲を出展

市民憲章を公布、三木市史を発刊

1971
昭和46年

緑が丘ネオポリスの入居が始まり、緑が丘町を新設

市の木に「松」、市の花に「さつき」を制定

消防本部庁舎が完成

1973
昭和48年

市の人口が５万人を突破

1976
昭和51年

志染町に自由が丘を新設

金物資料館が開館

1977
昭和52年

上の丸庁舎が開庁

1980
昭和55年

福祉会館（現在の市民活動センター）が完成

皇太子殿下御夫妻が来市

1981
昭和56年

別所長治公四百年祭を開催

市内全小学校で完全給食を開始

1982
昭和57年

堀光美術館が完成

図書館が完成（現：みき歴史資料館）

1984
昭和59年

志染町青山を新設

第１回三木金物まつりを開催

1985
昭和60年

国の三木中高年齢労働者福祉センター（サンライフ三木）
が開館

1987
昭和62年

関西女学院短期大学（現：関西国際大学）が開学

1988
昭和63年

市内全域で町ぐるみ健診がスタート

1989
平成元年

金物古式鍛錬場完成

1991
平成３年

三木市観光協会を設立

県立三木山森林公園の第１期工事が完成

1992
平成４年

呑吐ダムが完成　

1993
平成５年

県立三木山森林公園が全面開園

新市庁舎竣工記念式典を挙行

1994
平成６年

第１回みっきぃふれあいマラソンを開催

1995
平成７年

兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）が発生

児童センター・教育センターが開所

人口が市制施行当時の２倍（78,810人）に

1996
平成８年

通商産業省（現在の経済産業省）が播州三木打刃物を
伝統的工芸品に指定

山陽自動車道神戸ＪＣＴ－三木小野ＩＣ間が開通

1999
平成11年

三木市総合保健福祉センターがオープン

三木ホースランドパークが開園し、同園内にエオの森
研修センター・キャンプ場がオープン

年 主なできごと

2000
平成12年

「道の駅みき」が開業、同施設内に金物展示館を開設

2002
平成14年

県立三木高校が第74回全国選抜高校野球大会に出場

2004
平成16年

兵庫情報公園都市進出企業第１号が操業開始

三木市制施行50周年記念式典を挙行

三木市制50周年記念事業 三木の祭り屋台大集合を開催

2005
平成17年

三木総合防災公園に実大三次元振動破壊実験施設
（Ｅ–ディフェンス）が完成

三木市と美囊郡吉川町が合併

2006
平成18年

合併後初の山田錦まつりを開催

第61回国民体育大会（のじぎく兵庫国体）のサッカー、
ソフトテニス、馬術を三木市で開催

2008
平成20年

「三木金物」の地域団体商標登録

新消防庁舎竣工記念式典

2009
平成21年

吉川図書館・吉川支所がオープン

2010
平成22年

かじやの里メッセみきがオープン

2011
平成23年

東日本大震災被災地に支援活動、市独自で南三陸町を支援

常陸宮妃殿下Ｅ–ディフェンス視察

2012
平成24年

第１回みっきぃ夏まつりを開催

2013
平成25年

北播磨総合医療センターが開院

2014
平成26年

三木市に大河ドラマ軍師官兵衛ブーム

みっきい夏まつりで東京ディズニーリゾートによる
ディズニーパレードを実施

三木市制60周年記念事業 三木の祭り屋台大集合を開催

2015
平成27年

中央図書館が開館

2016
平成28年

みき歴史資料館が開館

2017
平成29年

オーストラリア・フェデレーション市の訪問団が来市
し、姉妹都市提携を調印

三木山総合公園に総合体育館・みきっこランドが同時
オープン

2018
平成30年

神戸電鉄三木駅の駅舎が火災により全焼

2019
平成31年

2020東京五輪・パラリンピック代表選手団が事前合宿

2020
令和２年

新型コロナウイルス対策本部を設置

2021
令和３年

春高・春中ゴルフを三木市で初開催

新型コロナワクチン接種開始

2022
令和４年

神戸電鉄粟生線三木駅駅舎供用開始式

みっきぃ☆健康アプリがスタート

2023
令和５年

Ｅ–ディフェンスの隣接敷地に実台免震試験機
（Ｅ–アイソレーション）が完成

常設金物鷲が道の駅みきに誕生

新型コロナウイルス感染症が「５類感染症」へ移行

内閣府からSDGｓ未来都市に選定

2024
令和６年

三木市パートナーシップ制度を導入

県立総合射撃場（ハンターズフィールド三木）がオープン

三木市70年の歩み

広報みき 2024.7


